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( 科目コード：8903020003CC)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】環境都市工学実験実習
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・3 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・3 年次
【担当教員】

古川 茂
阿部 博
森田 哲夫
宮里 直樹

【授業目標・教育方針】
１．コンクリート実験（古川）
・コンクリートの物理的性質や力学的性質を実験を通して確認するとともに、それらの理解を深め、物理的・力学的
事項を定量的に算出することや所定の性質を備えたコンクリートを造ることができるような技術的な能力を身につけ
る。
２．測量実習（森田・宮里）
・測量実習を通して測定データの処理についての基礎知識と実務に対応できる測量技術を習得する。
３．土質実験（阿部・宮里）
・地盤（土）の物理的性質や力学的性質を知るための実験方法を実技から修得する。この科目によって学生は、土に
親しみながら土の基本的性質を知ることができるようになる。加えて、実験から土の複雑さを知ることになり、構造
物設計に対する取り組み方を学ぶことができる。

【授業概要】
１．コンクリートの配合設計と作製、流動性や空気量、各種の強度や変形などについて実験し、算定や考察を行う。
各実験とも事前に算定等の演習を行う。
２．測量データの処理に用いる最小二乗法や観測方程式による基準点測量について学ぶ。応用測量の一つである路線
測量について、設計条件で路線を設計し、これを屋外に設置する方法を身につける。さらに、写真測量の基本的考え
方および図解射線法等について実習し、5 万分の 1 の地図等を利用して写真測量の手法を身につける。
３．地盤の性質は場所が少しずれただけで大きく変化してしまう。このため、物理的性質や力学的性質を把握するた
めには、土質実験が必須となっている。物理的性質を知るための代表的な実験方法として
・　　(1) 土の粒度、土粒子の密度、土の含水量等の測定
・　　(2) 土のコンシステンシー限界試験（液性限界・塑性限界）を対象に実際に実験を行う。
・　　さらに、力学的性質を把握するための代表的実験方法として
・　　(3) 圧密試験（見学）
・　　(4) せん断試験（一軸圧縮、直接せん断試験）
・　　を対象に実際に試験を行う（一部は見学となる）。
・　　得られた実験結果については、実験目的、実験方法、実験結果に対する考察（座学で修得した知識・能力を最
大に発揮する）と実験に対する感想文をレポートにまとめ指定期日に提出する必要がある。

【教科書・教材・参考書 等】
１．参考書：土木材料実験指導書：土木学会編：土木学会
２．教科書：新版測量学（下）：丸安隆和：コロナ社
１．教材：プリント類を使用する
２．プリント類の配布
３．プリント類の配布

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【成績評価方法】
［前期］通年で評価する。
［後期］１．コンクリート実験は 33% の割合で評価し、その内訳は実験の取り組み、積極性および役割等 20% で評価
し、レポートの提出期限、内容および表現 13% とする。
２．測量実習は 34% の割合で評価し、その内訳はレポートおよび製図 17%、実習態度 17% とする。
３．土質実験は 33% の割合で評価し、その内訳は実験態度（熱意・注意力・指示に対する遂行度）、レポートの充実
度等の総合とする。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：環境都市工学実験実習）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 １．概要 １．実験の概要および実験関連授業
第 2 回 １．コンクリートのフレッシュ

性状実験
１．コンクリートの作製と流動性の実験

第 3 回 １．流動性実験のレポートの作成
第 4 回 １．混和剤使用コンクリートの流動性と配合設計
第 5 回 １．コンクリートの作製、流動性、空気量、材料分離

実験
第 6 回 １．コンクリートの強度実験 １．コンクリートの圧縮強度と非破壊実験
第 7 回 １．フレッシュ性状と強度実験のレポートの作成
第 8 回 １．フレッシュ性状と強度実験のレポート作成・提出
第 9 回 １．急結剤の実験と配合の修正
第 10 回 １．配合修正したコンクリートの作製
第 11 回 １．各種強度の実測値と推定値の計算
第 12 回 １．コンクリートの圧縮、曲げおよび引張強度実験
第 13 回 １．変形実験 １．コンクリートの応力ーひずみ、ポアソン比の実

験、レポートの作成
第 14 回 １．補強コンクリートはりの変形実験、レポートの作

成・提出
第 15 回 １．まとめ １．実験の総まとめ
第 16 回 ２．ガイダンス

３．ガイダンス
２，測量実習について
３．土質実験について

第 17 回 ２．路線測量
３．密度試験

２．屋外での路線設定（１）
３．実験

３レポート

第 18 回 ２．路線測量
３．含水比試験

２．屋外での路線設定（２）
３．実験

３レポート

第 19 回 ２．写真測量
３．粒度試験

２．図解射線法による図化
３．実験の前処理

第 20 回 ２．地形図上での撮影計画方法、解析写真測量による
座標計算
３．計測

第 21 回 ２．総合実習 ２．基準点の設定方法と写真の実体視（１）
３．計測

第 22 回 ２．総合実習 ２．基準点の設定方法と写真の実体視（２）
３．計測

第 23 回 ２．最小二乗法による誤差計算
１

２．直接水準測量における座標計算（１）
３．フルイ分け試験

３レポート

第 24 回 ２．最小二乗法による誤差計算
１
３．液性・塑性限界試験

２．直接水準測量における座標計算（２）
３．実験

３レポート

第 25 回 ２．最小二乗法による誤差計算
２
３．圧密試験

２．基準点測量における座標計算（１）
３．デ－タ処理

第 26 回 ２．最小二乗法による誤差計算
２

２．基準点測量における座標計算（２）
３．デ－タ処理

３レポート

第 27 回 ２．ＧＩＳ（地理情報システム）
３．一軸圧縮試験

２．ＧＩＳによるデータの作成方法（１）
３．実験

第 28 回 ２．ＧＩＳ（地理情報システム）２．ＧＩＳによるデータの作成方法（２）
３．デ－タ処理

３．レポート

第 29 回 ２．ＧＩＳ（地理情報システム）
３．一面せん断試験

２．ＧＩＳによるデータの作成方法（３）
３．実験

第 30 回 ２．まとめ ２．データ処理
３．デ－タ処理

３．レポート
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